仙台版スタンダードカリキュラム
「国語科　２学年」

	留　意　点
〇仙台版スタンダードカリキュラムの視点について
①副読本の活用（防災教育副読本など）
②情報活用能力（プログラミング的思考，ＩＣＴ（１人１台端末等）の活用など）
③言語能力　　（主体的・対話的で深い学びの実現など）
④地域の特性　（本市の特性を活用など）
⑤たく生き授業（本市教育の特色「自分づくり教育」との関連など）
評価の観点について
「〇」･･･生徒全員の学習状況を記録に残す時間。(記録に残す評価)
※題材指導計画において，評価の欄に，「〇」がついていない場合でも，教師が生徒の学習状況を適宜把握し，指導の改善に生かすようにする。（指導に生かす評価）
　　※題材指導計画において，評価の欄に，「〇」がついていない場合,本時の指導計画例には，指導に生かす評価を示している。

〇評価の観点の文言について
　・知技　：知識・技能
　・思判表：思考・判断・表現
　・態度　：主体的に学習に取り組む態度



○国語科の留意点
[bookmark: _GoBack]・国語科「題材の目標」における「学びに向かう力，人間性等」については，いずれの題材においても当該学年の学年目標である「言葉がもつ価値～思いや考えを伝え合おうとする。」までを示すため，省略してある。




